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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

 

回次 第27期 第28期 第29期 第30期 第31期

決算年月 2015年３月 2016年３月 2017年３月 2018年３月 2019年３月

売上高 (千円) 564,265 552,920 562,310 594,983 679,371

経常利益 (千円) 15,968 29,329 47,865 51,384 50,521

当期純利益又は当期純損
失(△)

(千円) 12,138 △3,804,547 43,374 47,544 67,483

持分法を適用した場合の
投資利益(△は投資損失)

(千円) △27 1,409 0 1 19

資本金 (千円) 100,000 100,000 100,000 100,000 100,000

発行済株式総数 (株)
普通株式 8,000 普通株式8,000 普通株式 8,000 普通株式 8,000 普通株式 8,000
優先株式 3,841 優先株式3,841 優先株式 3,841 優先株式 3,841 優先株式 3,841

純資産額 (千円) 10,649,523 6,840,021 6,883,395 6,930,939 6,998,423

総資産額 (千円) 10,731,418 6,920,613 6,973,589 7,045,122 7,099,854

１株当たり純資産額 (円) △229,835.60 △705,452.05 △700,077.89 △694,182.82 △685,795.39

１株当たり配当額
(１株当たり
中間配当額)

(円)
普通株式 ― 普通株式 ― 普通株式 ― 普通株式 ― 普通株式 ―
優先株式1,290.03 優先株式 ― 優先株式 ― 優先株式 ― 優先株式 ―

(―) (―) (―) (―) (―)

１株当たり当期純利益金
額又は当期純損失金額
(△)

(円) 1,469.27 △475,616.45 5,373.74 5,895.06 8,387.43

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金
額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) 99.2 98.8 98.7 98.4 98.6

自己資本利益率 (％) 0.1 △43.5 0.6 0.7 1.0

株価収益率 (倍) ― ― ― ― ―

配当性向 (％) ― ― ― ― ―

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 40,102 47,454 77,332 88,797 54,462

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △9,755 36,091 △34,465 △16,623 △33,354

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) ― △4,213 △55 △12 △7

現金及び現金同等物
の期末残高

(千円) 2,264,470 2,343,803 2,386,615 2,458,776 2,479,876

従業員数
(ほか、平均臨時
雇用者数)

(名)
36 40 41 39 37

(30) (23) (24) (27) (42)
 

株主総利回り (％) ― ― ― ― ―

(比較指標:―) (％) (―) (―) (―) (―) (―)

最高株価 (円) ― ― ― ― ―

最低株価 (円) ― ― ― ― ―
 

(注) １　売上高には、消費税等を含めておりません。

２　第27期の優先株式に係る1株当たり配当額には、累積配当金を含めて表示しております。

３　潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

４　株価収益率、株主総利回り、比較指標、最高株価及び最低株価は、当社株式が非上場であり、株価が把握で

きませんので、記載しておりません。

５　第28期の当期純利益の大幅な減少は、固定資産に係る多額の減損損失の計上等によるものであります。
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２ 【沿革】
 

年月 概要

1988年５月 ゴルフ場事業を目的として愛知県岡崎市康生通西に株式会社ホープヒル開発機構を設立

1989年８月 本店を愛知県岡崎市稲熊町に移転

1992年２月 常盤開発株式会社に商号変更

1992年２月 本店を愛知県岡崎市薮田町に移転

1993年10月 本店を愛知県岡崎市上明大寺町に移転

1995年12月 本店を愛知県岡崎市より名古屋市中区錦に移転

1997年９月 岡崎クラシック株式会社に商号変更

1998年７月 親会社がリゾートトラスト株式会社(間接所有)となる

1999年７月 リゾートトラスト株式会社が直接所有の親会社となる

1999年７月 総額30百万円を第三者割当として発行

1999年７月 総額120百万円を第三者割当として発行

1999年８月 総額40百万円を第三者割当として発行

1999年９月 総額200百万円を第三者割当として発行

1999年10月 本店を名古屋市中区錦から名古屋市中区栄に移転

2000年６月 優先株式7,588百万円を一般募集として発行

2000年12月 優先株式2,307百万円を一般募集として発行

2001年６月 優先株式884百万円を一般募集として発行

2002年１月 優先株式601百万円を一般募集として発行

2002年10月 岡崎市に「ザ・トラディションゴルフクラブ」を開業

2002年10月 優先株式445百万円を一般募集として発行

2003年６月 優先株式354百万円を一般募集として発行

2004年７月 親会社であったリゾートトラスト㈱が、当社株式の一部を譲渡し、その他の関係会社となる

2004年８月 優先株式126百万円を一般募集として発行

2005年１月 本店を名古屋市中区栄から愛知県岡崎市に移転

2005年３月 無償減資を行い、資本金を100百万円とする

2005年８月 優先株式175百万円を一般募集として発行

2006年３月 無償減資を行い、資本金を100百万円とする

2006年７月 ㈱メイプルポイントゴルフクラブの設立時に株式の一部を取得し、当社の関連会社となる
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３ 【事業の内容】

当社グループは、当社、その他の関係会社（リゾートトラスト株式会社）、関連会社（株式会社メイプルポイント

ゴルフクラブ、ジャパンクラシック株式会社）で構成しており、当社はゴルフ場の管理、運営等を行っております。

当社及び当社の関係会社の事業における当社及び関係会社の位置付けは、次のとおりであります。

　

 

ゴルフ場の概況は次のとおりであります。

ゴルフ場名 ザ・トラディションゴルフクラブ

所在地 愛知県岡崎市岩中町１番地

施設 コース：18ホール

その他：クラブハウス他諸施設
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４ 【関係会社の状況】
 

名称 住所
資本金
(千円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
又は被所有
割合(％)

関係内容

(関連会社)      

ジャパンクラシック㈱

（注）２
名古屋市中区 600,000

ゴルフ場の経
営並びに会員
権の販売

22.5
会員権販売及び事務の委託
役員の兼任３名

(関連会社)      
㈱メイプルポイントゴルフク

ラブ

（注）１、３

山梨県上野原市 100,000
メイプルポイ
ントゴルフク
ラブの運営

14.3 役員の兼任２名

(その他の関係会社)      

リゾートトラスト㈱

(注)１、４
名古屋市中区 19,590,346

会員制リゾー
トホテルの運
営及び会員権
の販売等

被所有
3.5

(0.0)

資金の預入
役員の兼任１名

 

(注) １　有価証券報告書の提出会社であります。

２　債務超過会社であり、2019年３月末時点で債務超過額は27,504,894千円であります。

３　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を持っているため関連会社としております。

４　持分は100分の20未満ですが、実質的な影響力を受けているためその他の関係会社としております。

５　(　)内は間接所有割合で内数であります。

 
 

５ 【従業員の状況】

(1) 提出会社の状況

2019年３月31日現在

従業員数(名) 平均年齢(歳) 平均勤続年数(年) 平均年間給与(千円)

37(42) 41.2 9.2 3,874
 

(注) １　従業員数は、就業人員数であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時雇用者(パートタイマー及び嘱託)の年間平均雇用人員であります。

３　平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含めております。

４　当社は、ゴルフ場事業の単一セグメント・単一事業部門であるため、ゴルフ場全体での従業員数を記載して

おります。

 

(2) 労働組合の状況

労働組合は結成されておりませんが、労使関係は円満に推移しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において、当社が判断したものであります。

 
当社はリゾートトラストグループの一員として、グループ共通の「経営理念」を実践しており、「経営理念」は

『私たちリゾートトラストグループは新天地開拓を企業精神として「信頼と挑戦」「ハイセンス・ハイクオリ

ティ」「エクセレント・ホスピタリティ」を追求し、お客様のしなやかな生き方に貢献します』と定めておりま

す。　さらに経営理念を社員一人ひとりに浸透していくためにグループの行動規範として「ホスピタリティ憲章」

が定められております。

　ホスピタリティ憲章では、「私たちは、人生を謳歌するしなやかな生き方に貢献します。」をミッション（使

命）とし、「私たちは、ハイセンス・ハイクオリティを追求する、エクセレント・ホスピタリティ・グループで

す。」をビジョン（目指すべき姿）としております。　

　当社の経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標は経常利益でありますが、安定的な黒字化を達成

することを経営上の目標としておりますので、具体的な目標経常利益額の公表はいたしておりません。

当事業年度におけるわが国経済は、企業活動において鉱工業生産は中国向け輸出の持ち直し等から増産傾向にあ

り、個人消費も雇用・所得環境の改善等を背景に持ち直し傾向にありました。

今後の日本経済は、世界経済の緩やかな景気減速を背景に輸出の伸び悩みが続く見込みであるものの、国内の人

手不足を背景とした省力化・合理化投資が底堅く推移するものとみられ、内需に支えられる形で緩やかな景気回復

が続くことが期待されます。

このような見通しのなか、当社はリゾートトラストグループゴルフ場として、リゾートトラストグループの経営

理念である「ハイセンス・ハイクオリティ」と「エクセレント・ホスピタリティ」を追求し、お客様に非日常のク

ラブライフを楽しんでいただけるようコースクオリティの向上と従業員教育に取り組んでまいります。

当事業年度はコース整備用機械の購入、フェアウェイの排水改善工事等を実施しましたが、2019年度についても

良質な美しいコースコンディションの維持のため、バンカー・カート道・ティーグラウンドの補修、シニア用レ

ディースティーの設置等を予定しております。

今後も会員の皆様方にご満足していただき、「一度は行きたいゴルフ場から何回でも来たいゴルフ場へ」となれ

ますようブランド力の向上に努めてまいります。

 
２ 【事業等のリスク】

当社の事業展開上のリスク要因となる可能性があると考えられる、主な事項を以下に記載しております。

　また、当社として、必ずしも事業上のリスクと考えていない事項についても、当社の事業活動を理解する上で重要

と考えられる事項は、積極的な情報開示の観点から記載しております。

なお、将来に関する事項に関しましては、当事業年度末現在において当社が判断したものであります。

 

(1) ゴルフ場用地における借地について

事業運営に際し、ゴルフ場の大部分が借地となっております。地主との契約関係において問題はありませんが、

将来地主との契約の更新ができない場合において、事業の継続性に重要な影響を及ぼす可能性があります。

(2) 減損会計について

当社の固定資産に対して減損処理が必要であると判断された場合、当社の財政状態及び経営成績に重要な影響を

及ぼす可能性があります。

(3) 個人情報の管理について

当社は会員等利用者の個人情報を有しており、その情報の外部漏洩に関しては細心の注意を払い、従業員の情報

管理に関する教育にも努めております。しかし、万一この個人情報が漏洩した場合には、当社の信用低下や業績及

び財務状況に影響を及ぼす可能性があります。
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３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　(1)　経営成績等の状況の概要

当事業年度における当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー（以下、「経営成績等」という）の状況

の概要は次のとおりであります。

 ① 財政状態及び経営成績の状況

当事業年度におけるわが国経済は、企業活動において鉱工業生産は中国向け輸出の持ち直し等から増産傾向にあ

り、個人消費も雇用・所得環境の改善等を背景に持ち直し傾向にありました。

このような環境下、当事業年度の来場者数は44,889名と「開場15周年記念事業年度」であった前期の46,194名と

比較し1,305名減少で若干の減少とはなったものの、日頃の感謝を込めて会員様に進呈した「プレミアム優待券」

の利用によるゲスト同伴の来場に伴い、44,000名台の来場者数を達成することができました。

上期においては降雨等天候不順の影響により苦戦を強いられましたが、下期は例年積雪によるクローズや氷点下

の寒さが続いて来場者の減少は避けられない時期であるものの、比較的天候に恵まれ、降雪によるクローズも12月

29日の１日のみであり、また３月は連日暖かい日が続き冬季ゴルフを見合わせていたメンバーが一気に動き出し、

来場者数が増加しました。通期では、ゲストがメンバーを3,581名上回る24,235名となり、メンバーの入場者数は

前年と同程度であったものの、ゲストの来場者数が1,300名程度減少したため、メンバー比率は46.0％と前期比

1.3％上昇しました。

当事業年度の売上高は、来場者数減に伴いゴルフ場売上は減少したものの、2018年４月のレストランの直営化と

2018年12月の名誉会員制度導入による名義変更料収入の増加等の影響により、679,371千円（前期比14.2％増）と

なりました。

一方、販売費及び一般管理費は625,616千円（前期比7.6％増）となりました。レストランの直営化に伴う人件費

や水道光熱費の上昇によるものが増加額の大部分を占めております。 

この結果、当事業年度の営業利益は15,293千円（前期比474.1％増）、経常利益は50,521千円（前期比1.7％

減）、当期純利益は67,483千円（前期比41.9％増）となりました。

資産は、前事業年度末に比べ54,732千円増加し、7,099,854千円となりました。

負債は、前事業年度末に比べ12,751千円減少し、101,431千円となりました。一方、純資産は、前事業年度末に

比べ67,483千円増加し、6,998,423千円となりました。

 
 ② キャッシュ・フローの状況

当事業年度の現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ21,100千円増加し、当事

業年度末は2,479,876千円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

前事業年度に比べ34,334千円の資金収入の減少となり、54,462千円の資金収入となりました。これは、税引前当

期純利益が50,521千円であったことと、減価償却費が19,913千円であったこと等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

前事業年度に比べ16,730千円の資金支出の増加となり、33,354千円の資金の支出となりました。これは、有形固

定資産の取得による支出が33,078千円あったこと等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

前事業年度に比べ4千円の資金支出の減少となり、7千円の資金の支出となりました。これは、配当金の支払額が

7千円あったことによるものであります。　

　 ③ 生産、受注及び販売の実績

当社の実態に即した内容を記載するため、生産実績及び受注実績に換えて収容実績を記載しております。

　a. 収容実績

ゴルフ場
名

ホール数
(H)

前事業年度
(自　2017年４月１日
至　2018年３月31日)

当事業年度
(自　2018年４月１日
至　2019年３月31日)

営業日数
(日)

収容実績(名) １日平均
来場者数
(名)

営業日数
(日)

収容実績(名) １日平均
来場者数
(名)メンバー ゲスト 合計 メンバー ゲスト 合計

ザ・トラ

ディション

ゴルフクラ

ブ

18 360 20,653 25,541 46,194 128.3 362 20,654 24,235 44,889 124.0
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 b. 販売実績

区分

前事業年度
(自　2017年４月１日
至　2018年３月31日)

当事業年度
(自　2018年４月１日
至　2019年３月31日)

金額(千円) 前年同期比(％) 金額(千円) 前年同期比(％)

ゴルフ場売上 478,340 4.6 560,851 17.2

名義書換料 57,450 21.9 58,190 1.3

年会費収入 54,726 0.1 54,784 0.1

その他 4,467 46.7 5,545 24.1

合計 594,983 5.8 679,371 14.2
 

(注)　上記の金額には、消費税等を含めておりません。

　

(2)　経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

　　経営者の視点による当社の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりであります。

　　なお、文中の将来に関する事項は、当事業年度末現在において判断したものであります。

 　① 重要な会計方針及び見積り

当社の財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成されております。こ

の財務諸表の作成にあたって必要と思われる見積りは合理的な基準に基づいて実施しております。詳細につきまし

ては、「第５ 経理の状況　１ 財務諸表等　(1)　財務諸表　注記事項 (重要な会計方針)」に記載のとおりであり

ます。

　 ② 当事業年度の経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容

当社の経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標の経常利益は50,521千円となり、経営上の目標で

ある黒字を達成しております。

資産合計は、7,099,854千円となり前事業年度と比べて54,732千円の増加となりました。これは主に、繰延税金

資産の増加が20,801千円あったこと等によるものであります。

負債合計は、101,431千円となり前事業年度と比べて12,751千円の減少となりました。これは主に、預り金の減

少が11,440千円あったこと等によるものであります。

純資産合計は、6,998,423千円となり前事業年度と比べて67,483千円の増加となりました。これは主に当期純利

益が67,483千円あったことによるものであります。

経営成績については「第２ 事業の状況　３ 経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析　(1)　経営成績等の状況の概要　①　財政状態及び経営成績の状況」をご参照ください。

経営成績に重要な影響を与える要因については、「第２ 事業の状況　２ 事業等のリスク」をご参照ください。

当社の資本の財源及び資金の流動性については、既存施設の維持・管理を目的とした設備投資に必要な資金及び

その他の所用資金には手元資金を充当することを基本的な方針とし、必要に応じてグループ会社からの借入等によ

る資金調達を行うこととしております。

なお、当事業年度末における現金及び現金同等物の残高は2,479,876千円であり、有利子負債はありません。

 
４ 【経営上の重要な契約等】

 

相手先の名称 契約内容 契約期間

愛知県岡崎市地主100名
ザ・トラディションゴルフクラブ用地の
賃借

2009年12月６日より
2019年12月５日まで　

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 総務経理業務の委託及び経営指導の委託
2018年４月１日より
2019年３月31日まで　(注)

 

(注)　契約期間満了時に以後１年毎に自動更新となります。

 
５ 【研究開発活動】

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

 

１ 【設備投資等の概要】

当事業年度の設備投資額は33,078千円であります。これは主にゴルフカートナビの購入11,024千円等によるもので

す。

 

２ 【主要な設備の状況】
2019年３月31日現在

事業所名
(所在地)

設備の内
容

帳簿価額(千円)
従業
員数
(名)建物及び

構築物

機械装置
及び
運搬具

工具、
器具及び
備品

立木
コース
勘定

土地
(面積千
㎡)

建設仮　
勘定

合計

ザ・トラディ
ションゴルフ
クラブ(愛知県
岡崎市)

ゴ ル フ
場

264,420 48,046 4,580 248,211 2,118,695
529,346
(79)
[613]

― 3,213,301
 37
[42]

 

(注) １　土地の大部分を賃借しております。年間賃借料は97,411千円であり、賃借している土地の面積は[ ]で外書

きしております。

２　現在休止中の主要な設備はありません。

３　従業員数欄の[外書]は、臨時雇用者(パートタイマー及び嘱託)の年間平均雇用人員であります。

　　　 ４　上記の金額には、消費税等を含めておりません。

 

３ 【設備の新設、除却等の計画】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

岡崎クラシック株式会社(E04715)

有価証券報告書

 9/41



第４ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 27,000

優先株式 5,000

計 32,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
事業年度末現在
発行数(株)

(2019年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2019年６月27日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,000 8,000 非上場

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式(注)
２、４

優先株式 3,841 3,841 同上
優先的配当を受ける権利を有
する株式(注)１、３、４

計 11,841 11,841 ― ―
 

(注) １　優先株式の内容

(1) 普通株式に優先して、１株につき年100円を限度として利益配当金(以後「優先配当金」という)を受けま

す。

(2) 優先配当金が支払われた後の残余の利益に対しては、配当を受ける権利を有しません。

(3) 優先配当金の全部、又は一部が支払われていないときは、その不足額を翌営業年度以降に累積し、累積し

た不足額については、優先配当金に先立ってこれを受けるものとします。

(4) 優先株式の株主は、その所有する優先株式については、株主総会における議決権を有しないものとしま

す。ただし、下記の場合を除くものとします。

ア) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部又は一部が支払われない旨の決議があり、な

お且つ次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されないときはその定時株主総

会の時から、議決権を有します。

イ) 定時株主総会において累積的優先株式の優先配当金の全部又は一部が支払われない旨の決議があり、な

お且つ次の定時株主総会に累積的優先配当金が支払われる旨の議案が提出されたが否決されたときはその

定時株主総会終結の時から、議決権を有します。

(5) 優先株式の株主は、当社の残余財産の分配につき、その優先株式１株につき325万円を限度として、普通

株式の株主に優先して分配を受けます。

(6) 優先株式の株主は、(5)の優先分配が行なわれた後の残余財産に対しては、分配を受ける権利を有しませ

ん。

(7) 優先株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。

(8) 優先的配当を受ける権利を有する株式です。

２　普通株式の内容

(1) 完全議決権株式であり権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式です。

(2) 普通株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。

３　当会社は、定款の定めにより優先株式を引き受ける者の募集について、優先株式の種類株主を構成員とする

種類株主総会の決議を要しないものとします。

４　当会社は、単元株制度を採用しておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

③ 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2006年３月４日 ―

11,841
（普通株式

8,000
優先株式
3,841）

△87,750 100,000 ― 6,241,625

 

　(注)　資本金の減少は、無償減資によるものであり、全額を「その他資本剰余金」に振替えたものであります。

　　　

(5) 【所有者別状況】

普通株式

2019年3月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況

(株)
政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数
(人)

― ─ ― 22 ─ ― 37 59 ―

所有株式数
(株)

― ─ ― 4,425 ─ ― 3,575 8,000 ―

所有株式数
の割合(％)

― ─ ― 55.31 ─ ― 44.69 100.00 ―
 

 

優先株式

2019年3月31日現在

区分

株式の状況

単元未満
株式の状況

(株)
政府及び
地方公共
団体

金融機関
金融商品
取引業者

その他の
法人

外国法人等
個人
その他

計

個人以外 個人

株主数
(人)

― 4 ― 552 1 ― 1,636 2,193 ―

所有株式数
(株)

― 12 ― 1,183 2 ― 2,644 3,841 ―

所有株式数
の割合(％)

― 0.31 ― 30.80 0.05 ― 68.84 100.00 ―
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(6) 【大株主の状況】

　 ①　所有株式数別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2019年3月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数

(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１
887
(―)

7.49
(―)

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木１-１
887
(―)

7.49
(―)

リゾートトラスト㈱ 名古屋市中区東桜２-18-31
412
(12)

3.48
(0.10)

㈱グレイスヒルズカントリー倶楽部 三重県四日市市桜町池之谷2230
336
(―)

2.84
(―)

アイシン・エィ・ダブリュ㈱ 愛知県安城市藤井町高根10
140
(10)

1.18
(0.08)

計 　―
2,662
(24)

22.48
(0.20)

 

(注) １　（内書）は、優先株式の株式数及び割合であります。

２　所有株式数第６位にあたる130株を所有する株主の数が31名となっておりますので、上位５名のみの記載と

しております。

 

　 ②　所有議決権数別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2019年3月31日現在

氏名又は名称 住所
所有議決権
数(個)

総株主の
議決権に対する
所有議決権数
の割合(％)

多治見クラシック㈱ 岐阜県多治見市小名田町１ 887 7.49

㈱セントクリークゴルフクラブ 愛知県豊田市月原町黒木１-１ 887 7.49

リゾートトラスト㈱ 名古屋市中区東桜２-18-31 412 3.48

㈱グレイスヒルズカントリー倶楽部 三重県四日市市桜町池之谷2230 336 2.84

アイシン・エィ・ダブリュ㈱ 愛知県安城市藤井町高根10 140 1.18

計 ― 2,662 22.48
 

　(注)　所有議決権数第６位にあたる130個を所有する株主の数が31名となっておりますので、上位５名のみの記載とし

　　　　ております。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2019年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) ― ― ―

完全議決権株式(その他)

普通株式　8,000 8,000 ―

優先株式　3,841 3,841
優先株式の内容は「1 株式等の状況 (1)
株式の総数等」の「② 発行済株式」の
注記に記載しております。

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 11,841 ― ―

総株主の議決権 ― 11,841 ―
 

 

② 【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２ 【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】

該当事項はありません。

 

(1) 【株主総会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(2) 【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

該当事項はありません。

 

(4) 【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

該当事項はありません。

 

３ 【配当政策】

当社の配当政策における基本的な考え方は、株主の皆様により良いゴルフ場及びその付帯施設での快適なプレー環

境を提供することで、利益の還元を図っていくこととさせていただいております。

 今後、現業の基盤を固めると共に、利益構造の強化を図るため当期は配当を実施しないこととなりました。　　　

 内部留保資金につきましては、ゴルフ場保全資金に充当いたします。

　なお、当社の剰余金の配当は、期末配当のみの年１回を基本的な方針としております。期末配当の決定機関は、株

主総会であります。
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４ 【コーポレート・ガバナンスの状況等】

(1) 【コーポレート・ガバナンスの概要】

当社では、会員をはじめとするステークホルダーに対してより高い価値を提供することを使命と考えており、

コーポレート・ガバナンスは新しい価値を創造し企業価値を増大させていくためのシステムであると位置付け、そ

の充実・強化に努めております。

１　会社の機関の内容

当社は、毎月開催する取締役会において、取締役の合議により経営戦略の策定や業務執行の決定を適時に行っ

ております。また、監査役は会計に関するものに限り、監査方針に基づき監査業務を遂行しております。

２　内部統制システムの整備の状況

事業活動を合理化すると共に関連法規の遵守を徹底し財務報告の信頼性を高めるため、内部牽制機能を基礎と

した内部統制システムの構築を進めております。具体的には、各種規程・マニュアルを整備し、運用状況につい

ての確認やその見直しを随時実施しております。また、内部統制の有効性について、その他の関係会社であるリ

ゾートトラスト株式会社の内部監査部門である監査部により検証が行われ、監査人とも連携し、監査の実効性を

確保しております。

３　リスク管理体制の整備の状況

当社では、事業経営に関するあらゆる不確実性を検討・評価した上で、その重要性に応じて重点管理すること

により、効果的かつ効率的なリスク管理の実現を図っています。

４　役員報酬の内容

取締役に支払われた報酬の総額は、8,375千円であります。

監査役に支払われた報酬の総額は、50千円であります。

５　取締役の員数

当社の取締役は15名以内とする旨を定款で定めております。

６　取締役の選任の決議要件

当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出

席し、その議決権の過半数をもって行う旨及び選任決議は、累積投票によらないものとする旨を定款で定めてお

ります。

７　株主総会の特別決議要件

当社は、株主総会の決議の方法について、株主総会の円滑な運営を行うため、会社法第309条第２項に定める

決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分

の２以上をもって行う旨を定款で定めております。

８　議決権制限株式の内容

当社は、資金調達を柔軟かつ機動的に行うための選択肢の多様化を図り、適切な資本政策を実行することを可

能とするため、会社法第108条第１項第３号に定める内容（いわゆる議決権制限）について普通株式と異なる定

めをした優先株式を発行しております。
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(2) 【役員の状況】

　①　役員一覧

男性６名　女性―名　（役員のうち女性の比率―％）　

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
(株)

代表取締役社長 若　林　伸　和 1955年11月15日生

1978年４月 リゾートトラスト㈱入社

2002年４月 当社ザ・トラディションゴルフクラブ

支配人就任

2009年４月 リゾートトラスト㈱ＨＲ事業本部事業

部長就任

2012年12月 リゾートトラスト㈱ゴルフ事業本部統

轄部長就任

2014年４月 リゾートトラスト㈱会員制本部ゴルフ

事業支社統轄部長就任

2014年６月 当社取締役就任

2015年４月 リゾートトラスト㈱会員制本部ゴルフ

事業支社長就任

2015年６月 リゾートトラストゴルフ事業㈱

取締役就任(現任)

2015年６月 当社代表取締役社長就任（現任）

2016年５月 リゾートトラスト㈱ゴルフ事業部長就

任

2018年４月 リゾートトラスト㈱ホテル＆ツーリズ

ム本部ゴルフ事業部長就任（現任）

(注)１ ―

取締役 松　田　充　啓 1954年５月29日生

1979年10月 リゾートトラスト㈱入社

2009年６月 同社ゴルフ事業本部統括部長就任

2018年４月 同社執行役員ホテル&ツーリズム本部

長就任（現任）

2019年６月 当社取締役就任（現任）

(注)２ ―

取締役 伏　見　有　貴 1965年８月19日生

2009年６月 ㈱ＣＩＣＳ代表取締役就任（現任）

2014年６月 ㈱東京ミッドタウンメディスン代表取

締役就任(現任)

2014年６月 トラストガーデン㈱代表取締役就任(現

任)

2015年６月 ㈱ハイメディック代表取締役就任(現

任)

2018年４月 リゾートトラスト㈱代表取締役社長兼

ＣＯＯ(最高執行責任者)就任(現任)

2018年６月 当社取締役就任(現任)

(注)１ ―

取締役
支配人

大　郷　哲　彦 1956年６月１日生

2018年２月 当社入社

2018年２月 当社ザ・トラディションゴルフクラブ

副支配人就任

2018年６月 当社取締役就任(現任)

2018年７月 当社ザ・トラディションゴルフクラブ

支配人就任(現任)

(注)１ ―

監査役 加　藤　祐　次 1939年12月23日生

1991年３月 ジャパンクラシック㈱入社

1998年６月 同社監査役就任(現任)

2003年６月 当社監査役就任(現任)

(注)３ ―

監査役 宇佐美　公　朗 1948年11月１日生

1975年11月 税理士小川啓一郎事務所勤務

1989年８月 税理士宇佐美公朗事務所設立

2005年６月 当社監査役就任(現任)

(注)４ ―

計 ―
 

　(注) １　取締役の任期は、2018年３月期に係る定時株主総会終結の時から2020年３月期に係る定時株主総会終結の時

までです。

　　　 ２　取締役の任期は、2019年３月期に係る定時株主総会終結の時から2020年３月期に係る定時株主総会終結の時

までです。

３　監査役の任期は、2019年３月期に係る定時株主総会終結の時から2023年３月期に係る定時株主総会終結の時

までです。

４　監査役の任期は、2017年３月期に係る定時株主総会終結の時から2021年３月期に係る定時株主総会終結の時

までです。

   ５　監査役加藤祐次及び宇佐美公朗は、社外監査役であります。
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　　②　社外役員の状況

     当社の社外監査役は２名であります。また、社外取締役はおりません。　　　　　　　　　　

　　　　社外監査役の加藤祐次及び宇佐美公朗は、当社との間に人的関係、資本的関係はありません。

     なお、宇佐美公朗は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しております。

 
(3) 【監査の状況】

①　監査役監査の状況

当社の監査役は２名であり、監査役監査は定款第28条に定めるところにより監査の範囲を会計に関するものに

限定しております。

なお、監査役宇佐美公朗は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有しており

ます。

 
②　内部監査の状況

当社は特に内部監査組織は設けておりませんが、取締役支配人が業務全般に亘って管理監督を行っておりま

す。また、その他の関係会社であるリゾートトラスト㈱の内部監査部門である監査部により業務監査が行われ、

監査役及び監査人とも連携し、監査の実効性を確保しております。

 
③　会計監査の状況

当社の会計監査業務を執行した公認会計士は、篠藤敦子であります。当社の会計監査業務に係る補助者は、公

認会計士７名、その他１名であります。なお、７年を超え連続して当社の監査関連業務を行っている監査人はお

りません。また、監査証明に対する審査体制として他の公認会計士による審査を受けております。当社は監査公

認会計士を監査公認会計士として独立性及び専門性の有無、監査報酬等を総合的に勘案しており、検討した結

果、適任と判断しております。

 
④　監査報酬の内容等

a.　監査公認会計士等に対する報酬

区分

前事業年度 当事業年度

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

監査証明業務に
基づく報酬(千円)

非監査業務に
基づく報酬(千円)

提出会社 2,400 ― 2,400 ―
 

 

b.　監査公認会計士等と同一のネットワークに対する報酬（a.を除く）

　　該当事項はありません。

 

c.　その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容

　　該当事項はありません。

 

d.　監査報酬の決定方針

　　該当事項はありません。

 

(4) 【役員の報酬等】

　　　　該当事項はありません。

 
(5) 【株式の保有状況】

　　　　該当事項はありません。
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第５ 【経理の状況】

 

１　財務諸表の作成方法について

当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(昭和38年大蔵省令第59号。)に基づい

て作成しております。

 
２　監査証明について

当社は金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、事業年度(2018年４月１日から2019年３月31日まで)の財

務諸表について、篠藤公認会計士事務所　公認会計士　篠藤敦子により監査を受けております。

 

３　連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、連結財務諸表を作成しておりません。
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１【財務諸表等】

(1) 【財務諸表】

①【貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2018年３月31日)
当事業年度

(2019年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 ※1  1,986,176 ※1  2,007,276

  短期運用預け金 500,000 500,000

  売掛金 30,298 29,781

  商品 3,179 4,137

  原材料及び貯蔵品 8,480 8,535

  前払費用 70,140 70,406

  その他 16,968 17,092

  貸倒引当金 △1,374 △1,472

  流動資産合計 2,613,870 2,635,757

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物 515,185 515,185

    減価償却累計額 △256,938 △265,855

    建物（純額） 258,247 249,330

   構築物 139,708 140,727

    減価償却累計額 △125,971 △125,637

    構築物（純額） 13,737 15,090

   機械及び装置 180,764 186,976

    減価償却累計額 △153,691 △149,338

    機械及び装置（純額） 27,073 37,637

   車両運搬具 89,281 99,095

    減価償却累計額 △88,452 △88,686

    車両運搬具（純額） 828 10,408

   工具、器具及び備品 72,703 72,680

    減価償却累計額 △67,924 △68,099

    工具、器具及び備品（純額） 4,778 4,580

   立木 248,211 248,211

   コース勘定 2,117,864 2,118,695

   土地 529,346 529,346

   有形固定資産合計 3,200,087 3,213,301

  無形固定資産   

   ソフトウェア 144 96

   無形固定資産合計 144 96

  投資その他の資産   

   投資有価証券 129,231 129,156

   関係会社株式 2,653 2,653

   長期貸付金 1,000,000 1,000,000

   長期前払費用 1,814 767

   繰延税金資産 － 20,801

   差入保証金 97,250 97,250

   その他 70 70

   投資その他の資産合計 1,231,020 1,250,699

  固定資産合計 4,431,252 4,464,097

 資産合計 7,045,122 7,099,854
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2018年３月31日)
当事業年度

(2019年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 1,096 3,626

  未払金 23,153 21,038

  未払費用 25,872 24,475

  未払法人税等 3,840 3,840

  未払消費税等 9,949 10,154

  前受金 40 99

  預り金 21,120 9,680

  前受収益 ― 10

  流動負債合計 85,074 72,924

 固定負債   

  退職給付引当金 22,667 24,007

  その他 6,441 4,499

  固定負債合計 29,108 28,506

 負債合計 114,182 101,431

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 100,000 100,000

  資本剰余金   

   資本準備金 6,241,625 6,241,625

   その他資本剰余金 498,365 498,365

   資本剰余金合計 6,739,990 6,739,990

  利益剰余金   

   利益準備金 30 30

   その他利益剰余金   

    繰越利益剰余金 90,918 158,402

   利益剰余金合計 90,949 158,432

  株主資本合計 6,930,939 6,998,423

 純資産合計 6,930,939 6,998,423

負債純資産合計 7,045,122 7,099,854
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②【損益計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当事業年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

売上高 594,983 679,371

売上原価   

 商品及び原材料期首たな卸高 3,872 3,179

 当期商品仕入高 10,162 7,683

 当期原材料仕入高 － 32,297

 合計 14,034 43,160

 商品及び原材料期末たな卸高 3,179 4,699

 売上原価合計 10,855 38,461

売上総利益 584,128 640,910

販売費及び一般管理費 ※1  581,463 ※1  625,616

営業利益 2,664 15,293

営業外収益   

 受取利息 ※2  46,313 ※2  32,314

 その他 2,496 2,962

 営業外収益合計 48,809 35,276

営業外費用   

 その他 89 47

 営業外費用合計 89 47

経常利益 51,384 50,521

特別損失   

 固定資産除却損 ※3  0 ※3  0

 特別損失合計 0 0

税引前当期純利益 51,384 50,521

法人税、住民税及び事業税 3,840 3,840

法人税等調整額 － △20,801

法人税等合計 3,840 △16,961

当期純利益 47,544 67,483
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③【株主資本等変動計算書】

 前事業年度(自 2017年４月１日　至 2018年３月31日)

 
 (単位：千円)

 

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 100,000 6,241,625 498,365 6,739,990

当期変動額     

当期純利益     

当期変動額合計 ― ― ― ―

当期末残高 100,000 6,241,625 498,365 6,739,990
 

 

 

株主資本

純資産合計
利益剰余金

株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 30 43,374 43,404 6,883,395 6,883,395

当期変動額      

当期純利益  47,544 47,544 47,544 47,544

当期変動額合計 ― 47,544 47,544 47,544 47,544

当期末残高 30 90,918 90,949 6,930,939 6,930,939
 

 

 当事業年度(自 2018年４月１日　至 2019年３月31日)

 

 (単位：千円)

 

株主資本

資本金
資本剰余金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当期首残高 100,000 6,241,625 498,365 6,739,990

当期変動額     

当期純利益     

当期変動額合計 ― ― ― ―

当期末残高 100,000 6,241,625 498,365 6,739,990
 

 

 

株主資本

純資産合計
利益剰余金

株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金合計

繰越利益剰余金

当期首残高 30 90,918 90,949 6,930,939 6,930,939

当期変動額      

当期純利益  67,483 67,483 67,483 67,483

当期変動額合計 ― 67,483 67,483 67,483 67,483

当期末残高 30 158,402 158,432 6,998,423 6,998,423
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④【キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前事業年度
(自 2017年４月１日
　至 2018年３月31日)

当事業年度
(自 2018年４月１日
　至 2019年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前当期純利益 51,384 50,521

 減価償却費 17,393 19,913

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,985 1,339

 受取利息及び受取配当金 △46,313 △32,314

 有形固定資産除売却損益（△は益） 0 0

 売上債権の増減額（△は増加） △2,373 517

 仕入債務の増減額（△は減少） △397 2,529

 未払金の増減額（△は減少） 5,726 △1,441

 未払消費税等の増減額（△は減少） 3,733 204

 その他 14,182 △15,282

 小計 46,322 25,987

 利息の受取額 46,314 32,314

 法人税等の支払額 △3,839 △3,840

 営業活動によるキャッシュ・フロー 88,797 54,462

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △58,800 △59,600

 定期預金の払戻による収入 59,600 59,600

 有形固定資産の取得による支出 △17,423 △33,078

 その他 ― △275

 投資活動によるキャッシュ・フロー △16,623 △33,354

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △12 △7

 財務活動によるキャッシュ・フロー △12 △7

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 72,161 21,100

現金及び現金同等物の期首残高 2,386,615 2,458,776

現金及び現金同等物の期末残高 ※1  2,458,776 ※1  2,479,876
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【注記事項】

(重要な会計方針)

１　有価証券の評価基準及び評価方法

(1) 関連会社株式

移動平均法による原価法

(2) その他有価証券

時価のないもの

移動平均法による原価法

 

２　たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　　通常の販売目的で保有するたな卸資産

　評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）によっております。

商品並びに原材料及び貯蔵品

　　　　最終仕入原価法

 

３　固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産

定額法によっております。

なお、耐用年数及び残存価額については法人税法の規定に基づいております。

(2) 無形固定資産

ソフトウェア（自社利用分）については社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。

 

４　引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権につ

いては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

(2) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。

　退職給付引当金及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額を退職給付債務とする方法を

用いた簡便法を適用しております。

 

５　キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

手許現金、要求払預金及び取得日から３ヶ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能であり、か

つ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資としております。

 

６　その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によっております。
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(未適用の会計基準等)

　　・「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　平成30年３月30日）

　　　・「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　平成30年３月30日）

　　(1)　概要

　　　　収益認識に関する包括的な会計基準であります。収益は、次の５つのステップを適用し認識されます。

　　　　　ステップ１：顧客との契約を識別する。

　　　　　ステップ２：契約における履行義務を識別する。

　　　　　ステップ３：取引価格を算定する。

　　　　　ステップ４：契約における履行義務に取引価格を配分する。

　　　　　ステップ５：履行義務を充足した時に又は充足するにつれて収益を認識する。

　　(2)　適用予定日

　　　　2022年３月期の期首より適用予定であります。

　　(3)　当該会計基準等の適用による影響

　　　　影響額は、当財務諸表の作成時において評価中であります。

 

(表示方法の変更)

(「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更)

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日。以下「税効果会計基準
一部改正」という。）を当事業年度の期首から適用し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金
負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しました。これによる財務諸表に与える影響はありません。
また、税効果会計関係注記において、税効果会計基準一部改正第３項から第５項に定める「税効果会計に係る会計

基準」注解（注８）（評価性引当額の合計額を除く。）及び同注解（注９）に記載された内容を追加しております。
ただし、当該内容のうち前事業年度に係る内容については、税効果会計基準一部改正第７項に定める経過的な取扱い
に従って記載しておりません。

 
(貸借対照表関係)

※１　担保に供している資産

 
前事業年度

(2018年３月31日)
当事業年度

(2019年３月31日)

現金及び預金 25,000千円 25,000千円
 

上記の資産は下記の債務の担保に供しております。

 
前事業年度

(2018年３月31日)
当事業年度

(2019年３月31日)

ゴルフ会員権購入者の金融機関に
対する保証債務

1,263千円  735千円
 

 

　２　保証債務

 
前事業年度

(2018年３月31日)
当事業年度

(2019年３月31日)

会員等の金融機関とのローン契約
に対する保証

1,263千円 735千円
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(損益計算書関係)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費用及び金額並びにおおよその割合は次のとおりであります。

    

 
前事業年度

(自　2017年４月１日
 至　2018年３月31日)

当事業年度
(自　2018年４月１日
 至　2019年３月31日)

給料及び賞与 209,513千円 246,400千円

退職給付費用 4,096千円 3,386千円

減価償却費 17,393千円 19,913千円

地代家賃 98,406千円 98,406千円

貸倒引当金繰入額 ―千円 98千円

   

おおよその割合   

　販売費 40.6％ 45.9％

　一般管理費 59.4％ 54.1％
 

 
※２　各科目に含まれている関係会社に対する営業外収益は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

当事業年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

受取利息 34,789千円 27,794千円
 

 

※３　固定資産除却損の内訳は次のとおりであります。

 
前事業年度

(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

当事業年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

機械及び装置  ―千円  0千円

車両運搬具   0千円   0千円

工具、器具及び備品  0千円  0千円

　　　　　　　計  0千円  0千円
 

 

(株主資本等変動計算書関係)

前事業年度(自　2017年４月１日　至　2018年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 8,000 ― ― 8,000

優先株式(株) 3,841 ― ― 3,841

合　　計(株) 11,841 ― ― 11,841
 

　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 
４　配当に関する事項

 　 (1)　配当金支払額

　 該当事項はありません。

　　(2)　基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

 　　 該当事項はありません。
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当事業年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式(株) 8,000 ― ― 8,000

優先株式(株) 3,841 ― ― 3,841

合　　計(株) 11,841 ― ― 11,841
 

　

２　自己株式に関する事項

該当事項はありません。

 
３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

 
４　配当に関する事項

 　 (1)　配当金支払額

　 該当事項はありません。

　　(2)　基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

 　　 該当事項はありません。

 
(キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおりであります。

 
前事業年度

(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

当事業年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

現金及び預金 1,986,176千円 2,007,276千円

短期運用預け金 500,000千円 500,000千円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金、積立預金及び担保に供
している預金

△27,400千円 △27,400千円

現金及び現金同等物 2,458,776千円 2,479,876千円
 

 
(金融商品関係)

１　金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社は資金運用について、一時的な余剰資金についてはグループ会社へ預け入れ等を行っております。

(2) 金融商品の内容及びリスク

営業債権である売掛金及び金銭債権である長期貸付金は、顧客もしくは債務者の信用リスクに晒されており

ます。投資有価証券及び関係会社株式は、そのほとんどはゴルフ会員権であり、市場価格の変動リスクに晒さ

れております。

　営業債務である買掛金は、ほとんど１年以内の支払期日であり、流動性リスクに晒されております。また、

法人税、住民税（都道府県民税及び市町村民税）及び事業税の未払額である未払法人税等は、その全てが２ヶ

月以内に納付期限が到来するものであり、流動性リスクに晒されております。

(3) 金融商品に係るリスク管理体制

　①　信用リスク管理

当社は、取引相手ごとに期日管理及び残高管理を行うとともに、財務状況等を把握し、財務状況等の悪化

等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

　②　市場性リスク管理

当社は、投資有価証券及び関係会社株式について、定期的に市場価格や発行体の財務状況を把握し、保有

状況を適時に見直しております。

　③　流動性リスク管理

当社は、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しております。
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２　金融商品の時価等に関する事項

貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握することが

極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません。（(注２)を参照ください。）

 

前事業年度(2018年３月31日)

 

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

（資産）    

(1) 現金及び預金 1,986,176 1,986,176 ―

(2) 短期運用預け金 500,000 500,000 ―

(3) 売掛金 30,298   

　　　貸倒引当金(※) △1,374   

 28,924 28,924 ―

(4) 投資有価証券    

　　　その他有価証券 129,231 175,227 45,996

(5) 関係会社株式 2,650 2,550 △100

(6) 長期貸付金 1,000,000 1,000,000 ―

（負債）    

(1) 買掛金 1,096 1,096 ―

(2) 未払法人税等 3,840 3,840 ―
 

※　売掛金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。

 
当事業年度(2019年３月31日)

 

 
貸借対照表計上額

（千円）
時価

（千円）
差額

（千円）

（資産）    

(1) 現金及び預金 2,007,276 2,007,276 ―

(2) 短期運用預け金 500,000 500,000 ―

(3) 売掛金 29,781   

　　　貸倒引当金(※) △1,472   

 28,308 28,308 ―

(4) 投資有価証券    

　　　その他有価証券 129,156 170,697 41,541

(5) 関係会社株式 2,650 2,550 △100

(6) 長期貸付金 1,000,000 1,000,000 ―

（負債）    

(1) 買掛金 3,626 3,626 ―

(2) 未払法人税等 3,840 3,840 ―
 

※　売掛金に個別計上している貸倒引当金を控除しております。

 
(注１)金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

　(資産)

　(1) 現金及び預金

現金及び預金は主に短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

おります。

　(2)　短期運用預け金

短期運用預け金は預金と同様の取り扱いをしており、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しい

ことから、当該帳簿価額によっております。
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　(3) 売掛金

売掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　(4) 投資有価証券

投資有価証券は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としております。

　(5) 関係会社株式

関係会社株式は、会員権流通市場における相場価格から算出した価格をもって時価としております。

　(6) 長期貸付金

長期貸付金は、変動金利によるものであり、短期間で市場金利を反映するため、時価は帳簿価額と近似してい

ることから当該帳簿価額によっております。

　(負債)

　(1) 買掛金

買掛金は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　(2) 未払法人税等

未払法人税等は短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

　

(注２)時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品の貸借対照表計上額

（単位：千円）

区分 2018年３月31日 2019年３月31日

　 関係会社株式(非上場株式)　※１ 3 3

　 差入保証金　※２ 97,250 97,250
 

※１　関係会社株式(非上場株式)については市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められる

ため、「(5) 関係会社株式」には含めておりません。

※２　差入保証金については、ゴルフ場用地等の賃借契約等に基づく預託金であり、市場価格がなく、かつ、

その契約内容から期間の算定が困難であることなどにより、合理的なキャッシュ・フローを見積ることが

極めて困難と認められるため、時価開示の対象としておりません。

 

(注３)金銭債権の決算日後の償還予定額

 
前事業年度(2018年３月31日)

 

科目
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

　現金及び預金 1,986,176 ― ― ―

　短期運用預け金 500,000 ― ― ―

　売掛金 30,298 ― ― ―

　長期貸付金 ― ― ― 1,000,000

合計 2,516,475 ― ― 1,000,000
 

 

当事業年度(2019年３月31日)

 

科目
１年以内
（千円）

１年超
５年以内
（千円）

５年超
10年以内
（千円）

10年超
（千円）

　現金及び預金 2,007,276 ― ― ―

　短期運用預け金 500,000 ― ― ―

　売掛金 29,781 ― ― ―

　長期貸付金 ― ― ― 1,000,000

合計 2,537,058 ― ― 1,000,000
 

 

　(有価証券関係)

　重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(退職給付関係)

前事業年度(自　2017年４月１日　至　2018年３月31日)

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度（非積立型制度であります。）を採用しております。

　　なお、当社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２　簡便法を適用した確定給付制度

　(1) 簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

退職給付引当金の期首残高 19,681千円

　退職給付費用 4,096千円

　退職給付の支払額 △1,110千円

退職給付引当金の期末残高 22,667千円
 

　

　(2) 退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

非積立型制度の退職給付債務 22,667千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 22,677千円

   

退職給付引当金 22,667千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 22,667千円
 

 
　(3) 退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 4,096千円
 

 

当事業年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)

１　採用している退職給付制度の概要

当社は、退職金規程に基づく退職一時金制度（非積立型制度であります。）を採用しております。

　　なお、当社が有する退職一時金制度は、簡便法により退職給付引当金及び退職給付費用を計算しております。

 

２　簡便法を適用した確定給付制度

　(1) 簡便法を適用した制度の退職給付引当金の期首残高と期末残高の調整表

退職給付引当金の期首残高 22,667千円

　退職給付費用 3,386千円

　退職給付の支払額 △2,047千円

退職給付引当金の期末残高 24,007千円
 

　

　(2) 退職給付債務及び年金資産の期末残高と貸借対照表に計上された退職給付引当金の調整表

非積立型制度の退職給付債務 24,007千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 24,007千円

   

退職給付引当金 24,007千円

貸借対照表に計上された負債と資産の純額 24,007千円
 

 
　(3) 退職給付費用

簡便法で計算した退職給付費用 3,386千円
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(税効果会計関係)

１　繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

(2018年３月31日)
当事業年度

(2019年３月31日)

(繰延税金資産)   

未払費用 5,704千円 4,989千円

未払金 974千円 974千円

退職給付引当金 7,613千円 8,061千円

関係会社株式評価損 6,580千円 6,578千円

投資有価証券評価損 94,609千円 94,583千円

減損損失 1,809,363千円 1,794,286千円

長期未払金 2,163千円 1,510千円

税務上の繰越欠損金（注）２ 41,225千円 28,949千円

その他 307千円 419千円

　繰延税金資産小計 1,968,541千円 1,940,354千円

税務上の繰越欠損金に係る
評価性引当額（注）２

―千円 △27,667千円

将来減算一時差異等の合計
に係る評価性引当額

―千円 △1,891,884千円

　評価性引当額小計（注）１ △1,968,541千円 △1,919,552千円

　繰延税金資産合計 ―千円 20,801千円
 

 
(注) １．評価性引当額が48,989千円減少しております。この減少の内容は、繰越欠損金が減少したこと等に伴うもの

であります。

２．税務上の繰越欠損金及びその繰延税金資産の繰越期限別の金額

当事業年度（2019年３月31日）

 １年以内
１年超
２年以内

２年超
３年以内

３年超
４年以内

４年超
５年以内

５年超 合計

税務上の繰越欠損金(a) 1,496 2,806 ― ― 12,789 11,856 28,949千円

評価性引当額 △215 △2,806 ― ― △12,789 △11,856 △27,667千円

繰延税金資産 1,281 ― ― ― ― ― (b)1,281千円
 

(a) 税務上の繰越欠損金は、法定実効税率を乗じた額であります。

(b) 税務上の繰越欠損金28,949千円(法定実効税率を乗じた額)の一部について、繰延税金資産1,281千円を計上

しております。当該繰延税金資産を計上した税務上の繰延欠損金は2011年３月期に税引前当期純利益を

24,720千円計上したものの減価償却超過額の認容により課税所得がマイナスとなったことにより生じたもの

であり、将来の課税所得の見込みにより、回収可能と判断し評価性引当額を認識しておりません。

 
２　法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 
 

前事業年度
(2018年３月31日)

当事業年度
(2019年３月31日)

法定実効税率 33.8％ 33.6％

(調整)   

住民税均等割 7.5％ 7.6％

評価性引当額の増減 △33.6％ △97.0％

期限切れの繰越欠損金 ―％ 21.2％

その他 △0.2％ 1.0％

税効果会計適用後の法人税等の負
担率

7.5％ △33.6％
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(資産除去債務関係)

　　　当ゴルフ場の土地は、賃貸借契約に基づく原状回復義務を有しておりますが、ゴルフ場以外の利用が不可能なこ

とから契約解除となる蓋然性が極めて低いため資産除去債務を計上しておりません。

 
(持分法損益等)

前事業年度(自 2017年４月１日　至 2018年３月31日)

関連会社に対する投資の金額 2,653千円

持分法を適用した場合の投資の金額 3,877千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 1千円
 

 

当事業年度(自 2018年４月１日　至 2019年３月31日)

関連会社に対する投資の金額 2,653千円

持分法を適用した場合の投資の金額 3,897千円

持分法を適用した場合の投資利益の金額 19千円
 

 

(セグメント情報等)

 【セグメント情報】

当社は、ゴルフ場事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメント情報の記載を省略しており

ます。

　

【関連情報】

   １　サービスごとの情報

　        当社は、ゴルフ場事業として単一のサービスを提供しております。

   ２　地域ごとの情報

　   (1) 売上高

　　　　　本邦以外の外部顧客への売上高がないため、該当事項はありません。

　    (2) 有形固定資産

         本邦以外に所在している有形固定資産がないため、該当事項はありません。

   ３　主要な顧客ごとの情報

外部顧客への売上高のうち、損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載はありませ

ん。

　

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

     該当事項はありません。

     　

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

      該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

      該当事項はありません。
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【関連当事者情報】

前事業年度(自　2017年４月１日　至　2018年３月31日)

１　関連当事者との取引

　(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る。)等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社

リゾートトラス
ト㈱

名古屋市中
区

19,590,34
6

会員制リ
ゾートホテ
ルの会員権
の販売、ホ
テルの運営

(被所有)
直接

　3.5％

レストラン
の運営委
託、資金の
預入及び
役員の兼任

利息の受取
※１

34,789 ─ ―

資金の預入
及び引出
※１

2,400,000 ─ ―

 

※１　資金の預入利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

 

　(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

　該当事項はありません。

 

　(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社
の子会社

リゾートトラス
トゴルフ事業

㈱※１

名古屋市中
区

100,000
ゴルフ場

の経営

(被所有)
直接

　0.0％

経理、総務
業務の委託
及び経営指
導の委託
資金の預入
及び役員の

兼任

資金の預入
※２

500,000
短期運用
預け金
※２

500,000

利息の受取
※２

20 ─ ―

 

※１　当社のその他の関係会社であるリゾートトラスト㈱が議決権の100％を直接所有しております。

※２　資金の預入利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

 
　(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る。)等

　該当事項はありません。

 
２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

 

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （単位：千円）

 
ジャパンクラシック㈱

㈱メイプルポイント

    ゴルフクラブ  
流動資産合計 171,723 101,452  

固定資産合計 9,366,372 4,207,607  

    
流動負債合計 69,867 106,109  

固定負債合計 37,062,622 748,399  

    
純資産合計 △27,594,393 3,454,550  

    
売上高 229,044 678,425  

税引前当期純利益又は
税引前当期純損失（△） 96,694 △15,725  
当期純利益又は
当期純損失（△） 96,405 △19,565  
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当事業年度(自　2018年４月１日　至　2019年３月31日)

１　関連当事者との取引

　(1) 財務諸表提出会社の親会社及び主要株主(会社等に限る。)等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社

リゾートトラス
ト㈱

名古屋市中
区

19,590,34
6

会員制リ
ゾートホテ
ルの会員権
の販売、ホ
テルの運営

(被所有)
直接

　3.5％
間接
 0.0％

資金の預入
及び

役員の兼任

利息の受取
※１

27,794 ─ ―

資金の預入
及び引出
※１

1,900,000 ─ ―

 

※１　資金の預入利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

 

　(2) 財務諸表提出会社の子会社及び関連会社等

　該当事項はありません。

 

　(3) 財務諸表提出会社と同一の親会社を持つ会社等及び財務諸表提出会社のその他の関係会社の子会社等

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地
資本金又
は出資金
(千円)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

その他の
関係会社
の子会社

リゾートトラス
トゴルフ事業

㈱※１

名古屋市中
区

100,000
ゴルフ場

の経営

(被所有)
直接

　0.0％

経理、総務
業務の委託
及び経営指
導の委託
資金の預入
及び役員の

兼任

資金の預入
及び引出
※２

30,000
短期運用
預け金
※２

500,000

利息の受取
※２

1,515 ─ ―

 

※１　当社のその他の関係会社であるリゾートトラスト㈱が議決権の100％を直接所有しております。

※２　資金の預入利率については、市場金利を勘案して合理的に決定しております。

 
　(4) 財務諸表提出会社の役員及び主要株主(個人の場合に限る。)等

　該当事項はありません。

 
２　親会社又は重要な関連会社に関する注記

(1) 親会社情報

該当事項はありません。

 

(2) 重要な関連会社の要約財務情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        （単位：千円）

 
ジャパンクラシック㈱

㈱メイプルポイント

    ゴルフクラブ  
流動資産合計 187,856 143,601  

固定資産合計 9,330,652 4,176,845  

    
流動負債合計 67,896 146,251  

固定負債合計 36,955,507 702,075  

    
純資産合計 △27,504,894 3,472,120  

    
売上高 228,644 800,096  
税引前当期純利益 89,787 21,409  

当期純利益 89,499 17,569  
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(１株当たり情報)

   

 
前事業年度

（2018年3月31日）
当事業年度

（2019年3月31日）

(1)　1株当たり純資産額 △694,182円82銭 △685,795円39銭
 

 

 
前事業年度

(自 2017年４月１日
至 2018年３月31日)

当事業年度
(自 2018年４月１日
至 2019年３月31日)

(2) １株当たり当期純利益金額 5,895円06銭 8,387円43銭

   (算定上の基礎)   

   当期純利益(千円) 47,544 67,483

    普通株主に帰属しない金額（千円） 384 384

　　 (うち優先配当額（千円）)  (384)  (384)

   普通株式に係る当期純利益(千円) 47,160 67,099

    普通株式の期中平均株式数(株) 8,000 8,000
 

(注)　 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式がないため、記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

　重要な契約の締結

　当社は2019年５月24日開催の取締役会におきまして、2019年６月19日開催予定の第31回定時株主総会での決議を

以って、当社ゴルフ場に係る業務について2020年４月１日より業務委託することを決議し、2019年６月19日開催の定

時株主総会で承認されました。

 

　１．目的

ゴルフ業界の慢性的な人手不足と将来の見通しを踏まえ、ゴルフ場サービスの維持・発展のために、ゴルフ場の受

託運営の経験が豊富なリゾートトラストゴルフ事業株式会社へ運営を委託し、安定的な経営の継続を目的とするもの

です。

 

　２．契約の相手会社の名称

リゾートトラストゴルフ事業株式会社

 

　３．契約期間

　　2020年４月１日から2021年３月31日まで(契約期間満了時に以後１年毎に自動更新)

 

４．契約の内容

当社ゴルフ場運営に係る業務について業務委託するものであります。

 

　５．契約の締結が営業活動等へ及ぼす重要な影響

当該事象による損益に与える影響額は現在精査中ですが、2021年３月期の個別決算において当社ゴルフ場に関する

営業上の売上及び営業費用は、リゾートトラストゴルフ事業株式会社に帰属するものとし、当社はリゾートトラスト

ゴルフ事業株式会社からの運営委託による手数料収入が発生することになります。

一方で、リゾートトラストゴルフ事業株式会社が当社の年会費の集金及び管理業務を代行することにより、当社は

年会費収入の90％相当額を手数料としてリゾートトラストゴルフ事業株式会社へ支払います。
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⑤ 【附属明細表】

【有価証券明細表】

【株式】

 

銘柄 株式数(株) 貸借対照表計上額(千円)

(投資有価証券)   

　その他有価証券   

　　㈱セントクリークゴルフクラブ 6,592 40,548

　　多治見クラシック㈱ 2,540 39,252

　　㈱グレイスヒルズカントリー倶楽部 4,998 33,274

　　㈱オークモントゴルフクラブ 7,219 16,081

計 21,349 129,156
 

 

【有形固定資産等明細表】

 

資産の種類
当期首残高
(千円)

当期増加
額

(千円)

当期減少額
(千円)

当期末残高
(千円)

当期末減価
償却累計額
又は償却

累計額(千円)

当期償却額
(千円)

差引当期末
残高
(千円)

有形固定資産        

 建物 515,185 ― ― 515,185 265,855 8,916 249,330

 構築物 139,708 4,016 2,998 140,727 125,637 2,664 15,090

 機械及び装置 180,764 16,202 9,990 186,976 149,338 5,637 37,637

 車両運搬具 89,281 11,024 1,211 99,095 88,686 1,444 10,408

 工具、器具及び備品 72,703 1,003 1,026 72,680 68,099 1,201 4,580

 立木 248,211 ― ― 248,211 ― ― 248,211

 コース勘定 2,117,864 830 ― 2,118,695 ― ― 2,118,695

 土地 529,346 ― ― 529,346 ― ― 529,346

有形固定資産計 3,893,065 33,078 15,225 3,910,918 697,617 19,865 3,213,301

無形固定資産        

 ソフトウェア 240 ― ― 240 144 48 96

無形固定資産計 240 ― ― 240 144 48 96

長期前払費用 1,814 275 1,243 847 80 80 767
 

 

【社債明細表】

該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

該当事項はありません。

 

【引当金明細表】

区分
当期首残高
(千円)

当期増加額
(千円)

当期減少額
(目的使用)
(千円)

当期減少額
(その他)
(千円)

当期末残高
(千円)

 貸倒引当金 1,374 460 ― 361 1,472
 

　　　（注）貸倒引当金の「当期減少額（その他）」欄の金額は債権回収による戻入額であります。
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【資産除去債務明細表】

明細表に記載すべき事項が財務諸表等規則等８条の28に規定する注記事項として記載されているため、記載

を省略しております。

 

(2) 【主な資産及び負債の内容】

①　現金及び預金

 

区分 金額(千円)

現金 4,395

預金  

普通預金 1,975,481

定期預金 25,000

積立預金 2,400

計 2,002,881

合計 2,007,276
 

　　　

　　　 ②　短期運用預け金

　

相手先 金額(千円)

リゾートトラストゴルフ事業㈱ 500,000
 

 
③　売掛金

イ　相手先別内訳

 

相手先 金額(千円)

　　ゴルフ場来場者 6,461

三菱ＵＦＪニコス㈱ 13,763

㈱名古屋カード 6,451

㈱中部しんきんカード 1,865

シティーカードジャパン㈱ 525

その他 715

合計 29,781
 

 

ロ　売掛金の発生及び回収並びに滞留状況

 

当期首残高(千円)
 

(Ａ)

当期発生高(千円)
 

(Ｂ)

当期回収高(千円)
 

(Ｃ)

当期末残高(千円)
 

(Ｄ)

回収率(％)
 

(Ｃ)
×100

(Ａ)＋(Ｂ)
 

滞留期間(日)
(Ａ)＋(Ｄ)

２
(Ｂ)
365

 

30,298 600,759 601,276 29,781 95.3 18.3
 

(注)　消費税等の会計処理は税抜方式を採用しておりますが、上記金額には消費税等が含まれております。
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④　商品

 

区分 金額(千円)

ゴルフ用品等 4,137

合計 4,137
 

 

⑤　原材料及び貯蔵品

 

区分 金額(千円)

原材料  

　主要材料 561

貯蔵品  

　コース管理用肥料・農薬等 7,973

合計 8,535
 

 

⑥　長期貸付金

 

相手先 金額(千円)

㈱オークモントゴルフクラブ 1,000,000

合計 1,000,000
 

 

⑦　買掛金

相手先別内訳　

相手先 金額(千円)

㈱ツルタ酒店 476

㈱グリップインターナショナル 469

杉本食肉産業㈱ 382

㈱マルフミ 270

㈱西原商会 200

その他 1,825

合計 3,626
 

 

(3) 【その他】

該当事項はありません。
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第６ 【提出会社の株式事務の概要】

 

事業年度 ４月１日から３月31日まで

定時株主総会 毎決算期の翌日から３ヶ月以内

基準日 ３月31日

株券の種類 １株券、２株券、10株券、100株券、500株券、1,000株券

剰余金の配当の基準日 ３月31日

１単元の株式数 ―

株式の名義書換え  

　　取扱場所
愛知県岡崎市岩中町１番地
　岡崎クラシック株式会社

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　名義書換手数料 無料

　　新券交付手数料 １枚につき50円に印紙税相当額を加算した金額

単元未満株式の買取り  

　　取扱場所 ―

　　株主名簿管理人 ―

　　取次所 ―

　　買取手数料 ―

公告掲載方法 官報

株主に対する特典
当社の普通株式65株以上又は優先株式１株券又は２株券を所有する株主は、クラブ規
約に基づく当社の経営するゴルフ場の会員となる資格を有しております。

 

(注)　当社の株式を譲渡するには、取締役会の承認を要します。
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第７ 【提出会社の参考情報】

 

１ 【提出会社の親会社等の情報】

当社は上場会社でないため、金融商品取引法第24条の７第１項の適用がありません。

 

２ 【その他の参考情報】

当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に、次の書類を提出しております。

 

(1)
有価証券報告書
及びその添付書類

事業年度
(第30期)

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

 
2018年６月28日
東海財務局長に提出。

(2) 半期報告書 (第31期中)
自　2018年４月１日
至　2018年９月30日

 
2018年12月25日
東海財務局長に提出。

(3) 臨時報告書

企業内容等の開示に関する内閣府令等19条第２項
第12号(財政状態、経営成績及びキャッシュフ
ローの状況に著しい影響を与える事象の発生)の
規定に基づく臨時報告書

 
2019年６月３日
東海財務局長に提出。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の監査報告書
 

 

 

2019年６月26日

岡崎クラシック株式会社

取締役会　御中

　　　　　　　　篠藤公認会計士事務所

　　　　　　　　公認会計士  篠 　藤　　敦 　子 ㊞
 

　

私は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられている岡崎

クラシック株式会社の2018年４月１日から2019年３月31日までの第31期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、

損益計算書、株主資本等変動計算書、キャッシュ・フロー計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表につ

いて監査を行った。

 
財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

私の責任は、私が実施した監査に基づいて、独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することにある。私は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、私に財務諸表に重要な

虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを

求めている。

監査においては、財務諸表の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、私の

判断により、不正又は誤謬による財務諸表の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。財務諸表

監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、私は、リスク評価の実施に際して、状

況に応じた適切な監査手続を立案するために、財務諸表の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監

査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての

財務諸表の表示を検討することが含まれる。

私は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 
監査意見

私は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、岡崎クラシック

株式会社の2019年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する事業年度の経営成績及びキャッシュ・フローの

状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 
強調事項

重要な後発事象に記載のとおり、会社は2019年５月24日開催の取締役会において、2019年６月19日開催予定の第31回

定時株主総会での決議を以って、ゴルフ場に係る業務について2020年４月1日より業務委託することを決議し、2019年６

月19日開催の定時株主総会で承認された。

当該事項は、私の意見に影響を及ぼすものではない。

 
利害関係

会社と私との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

※１　上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提出会
社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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